
一般質問

平成２６年（２０１４年）４月２７日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

市政を問市政を問うう一一般般質質問問一般質一般質問問 議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、２４人の議員からの質問のうち、
１人３件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは （公明）＝市議会公明党
（政和）＝政和会
（フォ）＝フォーラム小平
（共産）＝日本共産党小平市議団
（生ネ）＝生活者ネットワーク
（虹ひ）＝虹とひかり
（みな）＝みんなの党小平の会
（志政）＝志政クラブ

一般質問の詳細についてはインターネット議会中継をご覧ください。アドレスはhttp://www.discussvision.net/kodairasi/2.html

 
岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
食
物 

資
源
循
環
モ
デ
ル
事
業
の
平
成　

年
２５

度
の
目
標
達
成
状
況
は
。

　

渦
昨
年
４
月
に
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
、
市
で
も
小
型

家
電
の
回
収
を
開
始
し
て
い
る
。
回

収
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
平
成　

年
９
月
か
ら　

世

２５

７００

帯
の
参
加
を
目
標
に
実
施
し
、
１
月

末
現
在
で　
世
帯
が
参
加
し
て
い
る
。

６４９

　

渦
合
計
で
約　

㌔
グ
ラ
ム
を
回
収

８２

し
た
。
回
収
量
を
い
か
に
ふ
や
す
か

が
課
題
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
回

収
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

ご
み
の
削
減
を
め
ざ
し
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
す
す
め
よ
う

行
政
一
般

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
小
平 

市
の
高
齢
人
口
１
人
当
た
り
に
対
す

る
現
役
世
代
の
比
率
は
ど
う
か
。

　

渦
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
つ
い

て
の
市
の
認
識
と
今
後
の
対
応
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
２
月
１
日
現
在

２６

で
約
２
・
８
人
で
あ
る
。
ま
た
、
小

平
市
人
口
推
計
報
告
書
に
よ
る
と
平

成　

年
が
約
２
・
３
人
、
平
成　

年

３７

５２

は
約
１
・
６
人
と
な
る
。

　

渦
経
済
活
力
の
衰
退
等
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
持
続
可
能
な
町
を
目
指

し
て
い
く
た
め
に
は
、
幅
広
い
世
代

の
人
が
小
平
に
住
み
た
い
と
実
感
で

き
る
魅
力
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
る
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
開
催 

決
定
に
伴
い
、
開
会
式
ま
で
の
間
に

市
が
実
施
す
る
事
業
は
あ
る
か
。

　

渦
小
平
市
民
が
直
接
的
、
間
接
的

に
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

市
長　

臼
現
在
の
と
こ
ろ
予
定
し
て

い
る
事
業
は
な
い
が
、
今
後
の
国
や

都
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

渦
現
時
点
で
直
接
的
に
市
民
が
受

け
る
影
響
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

競
技
を
間
近
で
観
戦
、
体
感
で
き
る

な
ど
の
得
が
た
い
機
会
を
市
に
お
い

て
も
よ
り
多
く
享
受
、
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
政
策 

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
、
市
内
福
祉
施
設

次
世
代
に
夢
と
希
望
の
あ
る
小
平
市
を

引
き
渡
す
た
め
の
事
業
選
択
を

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
よ
る
市
へ
の
影
響
は

福
祉
施
設
と
事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で

市
内
経
済
を
活
性
化
す
る
検
討
は

等
に
対
す
る
補
助
金
を
市
内
事
業
者

に
還
流
で
き
る
よ
う
な
補
助
金
の
支

給
要
件
を
検
討
す
る
と
あ
る
が
、
平

成　

年
度
の
検
討
状
況
は
。

２５

　

渦
平
成　

年
度
の
検
討
予
定
は
。

２６

市
長　

臼
福
祉
施
設
の
運
営
費
へ
の

補
助
金
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
今

後
、
各
団
体
の
市
内
調
達
の
状
況
等

を
確
認
で
き
な
い
か
調
整
し
て
い
る
。

　

渦
補
助
金
を
交
付
す
る
際
に
条
件

を
つ
け
る
こ
と
に
伴
う
各
団
体
へ
の

影
響
等
に
つ
い
て
課
題
を
整
理
す
る

と
と
も
に
、
法
令
や
市
の
要
綱
等
と

の
整
合
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

最
近
の 

工
事
入
札
の
不
調
の
原
因
と
対
策
は
。

市
長　

昨
年
の
後
半
か
ら
想
定
を
超

え
た
建
設
資
材
や
労
務
単
価
等
の
高

騰
が
あ
り
、
市
で
も
積
算
に
直
近
の

公
共
工
事
設
計
単
価
を
反
映
さ
せ
た

が
、
市
場
価
格
と
折
り
合
わ
ず
、
小

川
西
保
育
園
改
築
工
事
等
で
不
調
と

な
っ
た
。
対
策
と
し
て
、
事
業
者
に

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
市
場
価
格

を
確
認
す
る
た
め
複
数
の
事
業
者
か

ら
見
積
も
り
を
と
る
な
ど
の
見
直
し

を
行
っ
た
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
国
の 

職
員
給
与
削
減
要
請
に
応
え
て
い
な

い
こ
と
で
平
成　

年
度
の
地
方
交
付

２５

税
は
い
く
ら
影
響
を
受
け
た
か
。
ま

た
、
こ
の
影
響
額
を
ど
う
捉
え
た
か
。

　

渦
今
後
の
市
の
対
応
は
。

市
長　

臼
影
響
額
は
約
３
億
１
千
万

円
で
あ
る
。
平
成　

年
度
の
普
通
交

２５

相
次
ぐ
入
札
不
調
問
題
と
市
内
業
者

優
先
の
契
約
、
発
注
に
つ
い
て

国
か
ら
の
職
員
給
与
７
・
８
％
削
減
要
請
に

市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か

付
税
決
定
額
が
予
算
額
を
下
回
っ
た

た
め
、
補
正
予
算
の
中
で
対
応
し
た
。

　

渦
将
来
に
わ
た
り
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め

に
も
、
基
本
的
に
は
職
員
給
与
の
削

減
で
対
応
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
、
職
員
団
体
と
の

協
議
を
続
け
て
い
く
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
市
民 

活
動
団
体
デ
ー
タ
集
に
載
っ
て
い
る

団
体
で
市
が
補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
団
体
数
及
び
補
助
額
は
。

　

渦
補
助
金
未
交
付
の
団
体
と
定
期

的
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長　

臼　

団
体
、
補
助
金
総
額
は

３９

約
１
億
６
千
万
円
で
あ
る
。

　

渦
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

団
体
や
個
人
が
誰
で
も
参
加
で
き
る

利
用
者
懇
談
会
を
年
１
回
開
催
し
、

情
報
交
換
の
場
を
設
け
て
い
る
。
今

後
も
、
市
民
活
動
の
中
間
支
援
組
織

で
あ
る
同
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
情
報

交
換
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
補
助 

金
の
見
直
し
に
関
す
る
他
市
の
取
り

組
み
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

　

渦
全
て
の
補
助
団
体
を
我
孫
子
市

市
民
の
自
主
的
な
取
り
組
み
へ
の

サ

ポ

ー

ト

体

制

を

市
民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

補
助
金
交
付
制
度
の
創
設
を

の
よ
う
に 
サ 
ン
セ
ッ
ト
方
式
で
見
直

※

す
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

臼
多
摩
市
や
国
立
市
等
で
は

第
三
者
機
関
に
よ
る
評
価
や
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
か
ら
の
検
証
、
サ
ン
セ
ッ
ト
方

式
の
導
入
等
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
、
今
後
、
参
考
に
し
て
い
く
。

　

渦
今
後
の
補
助
金
制
度
の
考
え
方

に
示
し
て
い
る
サ
ン
セ
ッ
ト
方
式
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
サ
ン
セ
ッ
ト
方
式
と
は

　

制
度
や
事
業
に
お
い
て
、
あ
ら
か

じ
め
終
期
を
設
定
し
て
お
く
方
式
の

こ
と
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
市
税 

の
収
納
率
向
上
の
た
め
の
方
策
は
。

　

渦
差
し
押
さ
え
に
至
る
経
緯
は
ど

の
よ
う
に
な
る
か
。

市
長　

臼
早
期
に
催
告
を
行
う
な
ど
、

現
年
課
税
分
の
徴
収
に
重
点
を
置
く

こ
と
で
、
新
た
な
滞
納
の
発
生
抑
制

を
図
っ
て
い
る
。

　

渦
督
促
状
を
発
送
し
て
納
め
忘
れ

を
確
認
し
、
自
主
納
付
を
促
す
。
次

に
催
告
書
を
発
送
し
、
そ
れ
で
も
納

付
や
連
絡
が
な
い
場
合
に
は
や
む
を

得
ず
差
し
押
さ
え
を
行
う
。
事
情
が

あ
る
場
合
に
は
ま
ず
は
納
税
の
相
談

を
し
て
も
ら
う
の
が
大
切
と
考
え
る
。

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
市
の 

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
状
況

は
ど
う
か
。

　

渦
動
く
市
役
所
の
改
善
さ
れ
た
点

及
び
利
用
状
況
は
。

市
長　

臼
昨
年　

月
か
ら
市
の
公
式

１２

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
運
用
し
て
い
る
。
２

月　
日
時
点
で
ツ
イ
ー
ト
数
が　
件
、

２４

２３６

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が　

件
あ
り
、
順
調

４６６

納
税
者
の
権
利
を
守
り
、
行
き

過
ぎ
た
差
し
押
さ
え
の
解
消
を

変
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

に
伸
び
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
携
帯
可
能
な
プ
リ
ン
タ
ー
を
導

入
し
、
証
明
書
等
を
即
時
交
付
で
き

る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
改
善
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
証
明
書
の
発
行

件
数
が
約　

％
増
加
し
た
。

６０

 
岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
投
票 

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
投

票
区
の
見
直
し
を
求
め
る
声
が
あ
る

が
、
見
直
し
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

渦
市
民
活
動
と
連
携
し
た
投
票
率

ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
が
有
効
と
考
え

る
が
見
解
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

臼
財

源
や
人
員
の
制
限
が
あ
る
中
で
、
全

市
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
特
定
の
政
党
や
候
補
者
を
応
援

し
て
い
る
と
の
誤
解
を
招
か
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
つ
つ
、
今
後
も
連
携

し
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

投
票
に
行
き
や
す
い
環
境
整
備
と

投
票
率
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
を

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
公 

共
交
通
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方

に
変
更
は
な
い
か
。

　

渦
Ｂ
地
域（
小
平
市
南
西
部
地
域
）

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
運
行

予
定
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
９
月
５
日
号
の

１８

市
報
特
集
号
で
示
し
た
内
容
に
基
づ

き
、
各
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
ま
ず
は
地
域
内
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
生
活
交
通
を
整
備
し
て
い
く
。

　

渦
現
在
、
都
市
基
盤
整
備
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
人
や
基

幹
交
通
の
流
れ
に
応
じ
て
生
活
交
通

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
乗
車 

実
績
は
ど
う
集
計
し
て
い
る
か
。
ま

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
一
日
も

早
い
全
市
で
の
運
行
を

南
東
部
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
実
証
実
験
に
つ
い
て

た
、
現
在
ま
で
の
実
績
は
ど
う
か
。

　

渦
小
平
南
東
部
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
タ
ク
シ
ー
を
考
え
る
会
の
役
割
は
。

市
長　

臼
乗
務
員
が
停
留
所
ご
と
に

乗
降
人
数
を
記
録
し
、
集
計
し
て
い

る
。
運
行
開
始
の
平
成　

年　

月
か

２５

１１

ら
本
年
１
月
末
ま
で
の
合
計
乗
車
人

数
は
１
千
２
百　

人
で
、
１
日
平
均

２７

　

・
５
人
で
あ
る
。

２８
　

渦
運
行
ル
ー
ト
等
に
関
す
る
基
本

的
事
項
の
決
定
や
、
実
証
実
験
結
果

を
検
証
し
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
も

の
と
な
る
よ
う
検
討
を
行
う
中
心
的

役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
減
便 

の
理
由
は
赤
字
額
縮
減
の
た
め
と
の

こ
と
だ
が
、
赤
字
額
は
い
く
ら
か
。

　

渦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
今
後
の
拡
充
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
は
全
体
で
約

２３

都
営
バ
ス
梅　

系
統
の
運
行
便
数

７０

削
減
と
市
内
公
共
交
通
に
つ
い
て

　

億
４
千
万
円
の
赤
字
額
の
う
ち
、

１８梅　
系
統
の
都
負
担
分
は
約
９
千
万
。

７０
平
成　

年
度
は
約
４
億
１
千
万
円
の

２４

う
ち
、
約
８
千
７
百
万
円
で
あ
る
。

　

渦
鉄
道
と
路
線
バ
ス
を
基
幹
の
交

通
網
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等

が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
事
情
に
応
じ

た
持
続
可
能
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
生
活

交
通
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

道
路
・
交
通

環 境
下水道

滑
市
民
活
動
団
体
デ
ー
タ
集
「
む
す
ぶ
」

滑
拠
点
回
収
で
回
収
さ
れ
た
小
型
家

電
製
品

葛
携
帯
可
能
な
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
入

し
た
動
く
市
役
所
の
受
付


